
騒音性難聴（職業性難聴）
工場など騒音の大きな職場などで長期間働き続けることによって難聴
がおこってくることがあります。原因となる騒音の種類とは関係なく、
4000Hz付近の聴力から低下し始めることが知られています。

老人性難聴
加齢に伴って進行するような難聴を、老人性難聴
といい、高音を中心に聞こえが悪くなります。
デジタル体温計や携帯電話の着信音が聞き取りづ
らくなったり、人の話し声の「カ行、サ行、ハ行」
（子音）が判別しづらくなってきます。

知っ得！ポイント

視力検査で使うこの記号

正式名称は「ランドルト環」っていうんです・・・

聴力検査
・低音(1000Hz)、高音(4000Hz)の2種類の音を聞いて、耳の

聞こえ のチェックを行います。

・補聴器を使用している場合は、矯正聴力を測ります。

※1000Hzは日常会話に必要な聴力であり、4000Hzは高音域に
おこる 難聴を早期に発見するために用いています。

異常で疑われる病気
各種の難聴、メニエール病、外耳道異物、中耳炎、内耳炎、

耳下腺炎など

主な難聴の種類

身体機能検査

眼科検査
・視力は、左右とも裸眼および矯正視力を測定します。

・眼圧は、高いと（22mmHg以上）緑内障の危険因子です。
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